
号数（Vol．No．発行年月） テーマ名

№1 （1972.4） 〈特集〉ICA（第7回国際音響会議）

№1 （1972.4） 〈特集〉騒音関係公害防止管理者国家試験

№2 （1972.7） 〈特集〉公害振動

№3 （1973.4） 〈特集〉高層建築と音響

№4 （1973.7） 〈特集〉騒音

№5 （1973.12） 〈特集〉集合住宅の騒音

№6 （1974.4） 〈特集〉建築音響関係の規格

№7 （1974.7） 〈特集〉室内音響

№8 （1974.11） 〈特集〉交通騒音と振動

№9 （vol.4 no.1 1975.1） 〈特集〉新しい音響技術・音響設備

№10 （vol.4 no.2 1975.4） 〈特集〉音響測定入門

№11 （vol.4 no.3 1975.7） 〈特集〉音響コンサルタントの仕事

№12 （vol.4 no.4 1975.11） 〈特集〉音響材料

№13 （vol.5 no.1 1976.1） 〈特集〉インターノイズ‘75

№14 （vol.5 no.2 1976.4） 〈特集〉環境騒音

№15 （vol.5 no.3 1976.7） 〈特集〉航空機騒音

№16 （vol.5 no.4 1976.10） 〈特集〉振動規制をめぐって

№17 （vol.6 no.1 1977.1） 〈特集〉超低周波音

№18 （vol.6 no.2 1977.4） 〈特集〉各種建築物の音響

№19 （vol.6 no.3 1977.7） 〈特集〉音響設備と建築

№20 （vol.6 no.4 1977.10） 〈特集〉床衝撃音

№21 （vol.7 no.1 1978.1） 〈特集〉壁としゃ音

№22 （vol.7 no.2 1978.4） 〈特集〉騒音の広域伝搬

№23 （vol.7 no.3 1978.7） 〈特集〉住宅の騒音

№24 （vol.7 no.4 1978.10） 〈特集〉吸音材料と構法

№25 （vol.8 no.1 1979.1） 〈特集〉 建築設計・施工における音響・ 振動の障害事例とその対策

№26 （vol.8 no.2 1979.4） 〈特集〉学校建築の音響

№27 （vol.8 no.3 1979.7） 〈特集〉各種建築物の設備騒音と振動

№28 （vo8 no.4 1979.10） 〈特集〉道路騒音とその対策

№29 （vol.9 no.1 1980.1） 〈特集〉建築設計の発想を変える必要性

№30 （vol.9 no.2 1980.4） 〈特集〉防音住宅

№31 （vol.9 no.3 1980.7） 〈特集〉音響工事

№32 （vol.9 no.4 1980.10） 〈特集〉遮音材料と構法

№33 （vol.10 no.1 1981.2） 〈特集〉窓と扉

№34 （vol.10 no.2 1981.5） 〈特集〉防振工法と材料

№35 （vol.10 no.3 1981.8） 〈特集〉オーディオと建築

№36 （vol.10 no.4 1981.11） 〈特集〉近隣・生活騒音

№37 （vol.11 no.1 1982.2） 〈特集〉劇場の音響

№38 （vol.11 no.2 1982.5） 〈特集〉給排水騒音

№39 （vol.11 no.3 1982.8） 〈特集〉鉄道騒音と振動

№40 （vol.11 no.4 1982.11） 〈特集〉騒音の予測と評価

№41 （vol.12 no.1 1983.2） 〈特集〉コンサートホール

№42 （vol.12 no.2 1983.5） 〈特集〉せっこうボードと音響

№43 （vol.12 no.3 1983.8） 〈特集〉建築の音環境測定

№44 （vol.12 no.4 1983.12） 〈特集〉大空間の音響

№45 （vol.13 no.1 1984.2） 〈特集〉室内音響の新しい設計方法

№46 （vol.13 no.2 1984.6） 〈特集〉住宅の防音

№47 （vol.13 no.3 1984.9） 〈特集〉住宅の音環境性能

№48 （vol.13 no.4 1984.12） 〈特集〉最近の吸音材とその動向



№49 （vol.14 no.1 1985.3） 〈特集〉音響設計・施工上の留意点

№50 （vol.14 no.2 1985.6） 〈特集〉各方面からみた音響技術の歩み

№51 （vol.14 no.3 1985.9） 〈特集〉オフィスの音響

№52 （vol.14 no.4 1985.12） 〈特集〉体育館の音響

№53 （vol.15 no.1 1986.3） 〈特集〉最近の音響・映像・会議設備

№54 （vol.15 no.2 1986.6） 〈特集〉音響入門

№55 （vol.15 no.3 1986.9） 〈特集〉環境振動とその診断

№56 （vol.15 no.4 1986.12） 〈特集〉「こんなとき　どうする」 ─音響技術の使い方事例─

№57 （vol.16 no.1 1987.3） 〈特集〉最近話題のホール

№58 （vol.16 no.2 1987.6） 〈特集〉リスニングルーム

№59 （vol.16 no.3 1987.9） 〈特集〉乾式工法の床と壁

№60 （vol.16 no.4 1987.12） 〈特集〉音響の先端技術

№61 （vol.17 no.1 1988.3） 〈特集〉遮音─設計編─

№62 （vol.17 no.2 1988.6） 〈特集〉遮音─施工・材料編─

№63 （vol.17 no.3 1988.9） 〈特集〉空調・設備騒音

№64 （vol.17 no.4 1988.12） 〈特集〉遮音─測定方法と評価─

№65 （vol.18 no.1 1989.3） 〈特集〉遮音・振動の測定法

№66 （vol.18 no.2 1989.6） 〈特集〉床衝撃音の最近の問題点

№67 （vol.18 no.3 1989.9） 〈特集〉固体音

№68 （vol.18 no.4 1989.12） 〈特集〉音響性能評価値

№69 （vol.19 no.1 1990.3） 〈特集〉スタジオの音響設計

№70 （vol.19 no.2 1990.6） 〈特集〉住宅と音響

№71 （vol.19 no.3 1990.9） 〈特集〉吸音材料

№72 （vol.19 no.4 1990.12） 〈特集〉電気音響設備の設計とその使用方法

№73 （vol.20 no.1 1991.3） 〈特集〉工場の騒音・振動

№74 （vol.20 no.2 1991.6） 〈特集〉大型イベントスペースの音響

№75 （vol.20 no.3 1991.9） 〈特集〉交通騒音・振動対策

№76 （vol.20 no.4 1991.12） 〈特集〉アクティブコントロール

№77 （vol.21 no.1 1992.3） 〈特集〉住環境と音

№78 （vol.21 no.2 1992.6） 〈特集〉音響材料と複合性能

№79 （vol.21 no.3 1992.9） 〈特集〉鉄道に近接したホール

№80 （vol.21 no.4 1992.12） 〈特集〉音響関連技術─この10年の経緯と今後の課題─

№81 （vol.22 no.1 1992.3） 〈特集〉最近の建築設備の騒音・振動対策

№82 （vol.22 no.2 1993.7） 〈特集〉音環境デザイン

№83 （vol.22 no.3 1993.9） 〈特集〉壁・床の遮音構造に対する材料の使い方

№84 （vol.22 no.4 1993.12） 〈特集〉「音響シミュレーション」と「音場支援」

№85 （vol.23 no.1 1994.3） 〈特集〉いろいろな音源

№86 （vol.23 no.2 1994.6） 〈特集〉住まいと音

№87 （vol.23 no.3 1994.9） 〈特集〉聞こえの衰えと音響計画

№88 （vol.23 no.4 1994.12） 〈特集〉ホールをめぐる最近の話題

№89 （vol.24 no.1 1995.3） 〈特集〉規格・基準の最近の動き

№90 （vol.24 no.2 1995.6） 〈特集〉建築音響の測定と評価

№91 （vol.24 no.3 1995.9） 〈特集〉作業環境の騒音

№92 （vol.24 no.4 1995.12） 〈特集〉宿泊施設をもつ複合建物の音響設計事例

№93 （vol.25 no.1 1996.3） 〈特集〉鉄道と建築物

№94 （vol.25 no.2 1996.6） 〈特集〉集合住宅の音（ その1−壁）

№95 （vol.25 no.3 1996.9） 〈特集〉集合住宅の音（その2−床衝撃音・固体音）

№96 （vol.25 no.4 1996.12） 〈特集〉いろいろな特色を持つホール

№97 （vol.26 no.1 1997.3） 〈特集〉騒音・振動の測定器と測定方法

№98 （vol.26 no.2 1997.6） 〈特集〉最新版　音・振動対策事例集



№99 （vol.26 no.3 1997.9） 〈特集〉大・中規模建築物の音響設計・騒音制御

№100 （vol.26 no.4 1997.12） 〈特集〉音響入門

№101 （vol.27 no.1 1998.3） 〈特集〉建築音響に関わる実用的計算法

№102 （vol.27 no.2 1998.6） 〈特集〉制振材料の建築への利用／ 道路交通騒音の低減

№103 （vol.27 no.3 1998.9） 〈特集〉教育施設の音響設計

№104 （vol.27 no.4 1998.12） 〈特集〉ちょっと待て、その対策！（音の常識・非常識）

№105 （vol.28 no.1 1999.3） 〈特集〉集合住宅における性能表示に向けての課題

№106 （vol.28 no.2 1999.6） 〈特集〉ホームシアターの音響（これでホームシアターは君のもの）

№107 （vol.28 no.3 1999.9） 〈特集〉近年の集合住宅における建築設備騒音・振動の現状

№108 （vol.28 no.4 1999.12） 〈特集〉ホールのリニューアル

№109 （vol.29 no.1 2000.3） 〈特集〉音響材料

№110 （vol.29 no.2 2000.6） 〈特集〉住宅性能表示制度の動向／開口部の遮音

№111 （vol.29 no.3 2000.9） 〈特集〉建築音響関係改正JIS（測定法、音響材料）

№112 （vol.29 no.4 2000.12） 〈特集〉大店法改正／郊外型大型商業施設の最新の話題

№113 （vol.30 no.1 2001.3） 〈特集〉木質系・軽量鉄骨系住宅の遮音性能と性能表示

№114 （vol.30 no.2 2001.6） 〈特集〉ここが知りたい「日本住宅性能表示制度」（遮音関係）

№115 （vol.30 no.3 2001.9） 〈特集〉低周波・超低周波音

№116 （vol.30 no.4 2001.12） 〈特集〉道路騒音

№117 （vol.31 no.1 2002.3） 〈特集〉室内音場の可視化・可聴化

№118 （vol.31 no.2 2002.6） 〈特集〉騒音の評価

№119 （vol.31 no.3 2002 .9） 〈特集〉建築音響関連の紛争と裁判−住宅を中心として−

№120 （vol.31 no.4 2002.12） 〈特集〉高性能遮音構造

№121 （vol.32 no.1 2003.3） 〈特集〉高層集合住宅における音響性能

№122 （vol.32 no.2 2003.6） 〈特集〉建築音響の計算法実務

№123 （vol.32 no.3 2003.9） 〈特集〉音のなんでも相談室−音の基礎から性能表示制度まで

№124 （vol.32 no.4 2003.12） 〈特集〉座−床（床に求められる様々な性能）

№125 （vol.33 no.1 2004.3） 〈特集〉ホール音響設備−最近の技術と使われ方

№126 （vol.33 no.2 2004.6） 〈特集〉音響材料などカタログデータの見方

№127 （vol.33 no.3 2004.9） 〈特集〉最近の集合住宅設計と音環境性能

№128 （vol.33 no.4 2004.12） 〈特集〉あれっ！何の音？−建物内外で起こる異音・不思議音

№129 （vol.34 no.1 2005.3） 〈特集〉されど幾何音響シミュレーション

№130 （vol.34 no.2 2005.6） 〈特集〉最近の建物内固体音問題と対策

№131 （vol.34 no.3 2005.9） 〈特集〉吸音材料の選定／学校施設における音環境

№132 （vol.34 no.4 2005.12） 〈特集〉リニューアル・コンバージョンと音環境

№133 （vol.35 no.1 2006. 3） 〈特集〉公共空間と音環境

№134（ vol.35 no.2 2006. 6） 〈特集〉音環境関連の法・規格・規準の動向

№135 （vol.35 no.3 2006. 9） 〈特集〉難問解決！　騒音・振動対策の高度な技術

№136（ vol.35 no.4 2006. 12） 〈特集〉音環境Q&A100選

№137 （vol.36 no.1 2007.3） 〈特集〉建築環境の音・振動評価

№138（ vol.36 no.2 2007.6） 〈特集〉地下鉄固体音対策

№139（ vol.36 no.3 2007.9） 〈特集〉ホール音響の先端技術

№140（ vol.36 no.4 2007.12） 〈特集〉床衝撃音遮断性能の現状

№141（ vol.37 no.1 2008.3） 〈特集〉プライベート空間の音響設計

№142（ vol.37 no.2 2008.6） 〈特集〉次世代・省エネ建築と音環境

№143（ vol.37 no.3 2008.9） 〈特集〉最新規準・規格の解説

№144（ vol.37 no.4 2008.12） 〈特集〉集合住宅のフリープラン化と音環境

№145（ vol.38 no.1 2009.3） 〈特集〉生活系の固体音

№146（ vol.38 no.2 2009.6） 〈特集〉安心社会のデザイン

№147 （vol.38 no.3 2009.9） 〈特集〉建築音響のトラブルと訴訟の現状

№148 （vol.38 no.4 2009.12） 〈特集〉最近の数値解析技術と可視化・可聴化



№149 （vol.39 no.1 2010.3） 〈特集〉外部騒音の遮音

№150 （vol.39 no.2 2010.6） 〈特集〉音響設計の基礎

№151 （vol.39 no.3 2010.9） 〈特集〉床衝撃音の設計と対策

№152 （vol.39 no.4 2010.12） 〈特集〉スピーチプライバシー

№153 （vol.40 no.1 2011.3） 〈特集〉音響工事のここに注意

№154 （vol.40 no.2 2011.6） 〈特集〉航空機騒音

№155 （vol.40 no.3 2011.9） 〈特集〉建物の環境振動を取り巻く最近の話題

№156 （vol.40 no.4 2011.12） 〈特集〉現場測定のここに注意

№157 （vol.41 no.1 2012.3） 〈特集〉曲面空間と音響

№158 （vol.41 no.2 2012.6） 〈特集〉木造建築物を対象とした音響技術の動向

№159 （vol.41 no.3 2012.9） 〈特集〉音響材料の使い方と技術資料集

№160 （vol.41 no.4 2012.12） 〈特集〉建築工事騒音の現況と最近の対策技術

№161 （vol.42 no.1 2013.3） 〈特集〉実務で役立つ様々なデータ・資料

№162 （vol.42 no.2 2013.6） 〈特集〉吸音の上手な使いかた

№163 （vol.42 no.3 2013.9） 〈特集〉鉄道騒音　測定・評価・予測・対策　 最新技術への取り組み

№164 （vol.42 no.4 2013.12） 〈特集〉集合住宅を支える最近の遮音対策技術

№165 （vol.43 no.1 2014.3） 〈特集〉避難所・応急仮設住宅の音響性能

№166 （vol.43 no.2 2014.6） 〈特集〉伝統の継承、新たなる挑戦−ホールの改修・改築

№167 （vol.43 no.3 2014.9） 〈特集〉遮音性能基準を考える〜集合住宅を中心として〜

№168 （vol.43 no.4 2014.12） 〈特集〉工場の騒音・振動対策

№169 （vol.44 no.1 2015.3） 〈特集〉残響の理論と実際

№170 （vol.44 no.2 2015.6） 〈特集〉特色ある測定法の話題

№171 （vol.44 no.3 2015.9） 〈特集〉最近のオフィスに求められる音・振動環境

№172 （vol.44 no.4 2015.12） 〈特集〉初心者のための音響評価指標入門

№173 （vol.45 no.1 2016.3） 〈特集〉マイクロホンの使い方

№174 （vol.45 no.2 2016.6） 〈特集〉床衝撃音対策の新しい技術

№175 （vol.45 no.3 2016.9） 〈特集〉住宅のリフォームと音環境性能

№176 （vol.45 no.4 2016.12） 〈特集〉教育・保育施設の音環境

№177 （vol.46 no.1 2017.3） 〈特集〉共鳴・共振の基礎と応用

№178 （vol.46 no.2 2017.6） 〈特集〉いまさら聞けない建具のこと

№179 （vol.46 no.3 2017.9） 〈特集〉木造建築物の新動向と遮音対策

№180 （vol.46 no.4 2017.12） 〈特集〉建物の環境振動を巡る最近の話題

№181 （vol.47 no.1 2018.3） 〈特集〉知っておきたい遮音・吸音・防振の 基礎知識

№182 （vol.47 no.2 2018.6） 〈特集〉最近の様々なホール事例

№183 （vol.47 no.3 2018.9） 〈特集〉床衝撃音の測定法・評価法に関する現状と課題

№184（vol.47 no.4 2018.12） 〈特集〉屋外の騒音源の伝搬特性と対策技術

№185（vol.48 no.1 2019.3） 〈特集〉波動数値シミュレーションの使い方・ 使われ方

№186（ vol.48 no.2 2019.6） 〈特集〉オフィスの音と会話

№187（vol.48 no.3 2018.9） 〈特集〉固体音問題の発生と対策、評価

No188（vol.48 no.4 2019.12） 〈特集〉新しい遮音・吸音材料と活用技術

No189（vol.49 no.1 2020.3） 〈特集〉音響のディテール

No190（vol.49 no.2 2020.6） 〈特集〉音環境に係わる法律・基準・規格の動向

No191（vol.49 no.3 2020.9） 〈特集〉超高層建築物の音と振動対策

No192（vol.49 no.4 2020.12） 〈特集〉会議と音響

No193（vol.50 no.1 2021.3） 〈特集〉子どもと音環境

No194（vol.50 no.2 2021.6） 〈特集〉初心者のための音環境のアンケート調査・心理評価実験＜超＞入門

No195（vol.50 no.3 2021.9） 〈特集〉環境振動に係わる評価・対策・測定の最新動向

No196（vol.50 no.4 2021.12） 〈特集〉最近の床衝撃音対策技術

No197（vol.51 no.1 2022.3） 〈特集〉音とスポーツ

No198（vol.51 no.2 2022.6） 〈特集〉With・Afterコロナと音環境



No199（vol.51 no.3 2022.9） 〈特集〉住宅にかかわる音のトラブル

No200（vol.51 no.4 2022.12） 〈特集〉音響技術200号記念にあたって

No201（vol.52 no.1 2023.3） 〈特集〉気象による音・振動とその対策

No202（vol.52 no.2 2023.6） 〈特集〉音響に関する規格の現在

No203（vol.52 no.3 2023.9） 〈特集〉空気伝搬音の遮音性能と予測

No204（vol.52 no.4 2023.12） 〈特集〉木造・鉄骨造の重量床衝撃音対策技術

No205（vol.53 no.1 2024.3） 〈特集〉新しい音響実験施設・音場体験施設

No206（vol.53 no.2 2024.6） 〈特集〉設備騒音に関する技術動向

No207（vol.53 no.3 2024.9） 〈特集〉不思議音の現状と測定技術

No208（vol.53 no.4 2024.12） 〈特集〉大型スポーツ施設・イベント施設の音響

No209（vol.54 no.1 2025.3） 〈特集〉吸音・共鳴技術の展開


